
	14	 アイフォーコムグループ（全体の従業員350名）は、アイフォーコムホールディングス株式会社（資本金1億7500万円）を親会社として、アイフォーコム株式
会社、アイフォーコム・スマートエコロジー株式会社、アイフォーコム京栄株式会社の3社のグループ会社で構成される。

2-1-6事 例 �アイフォーコムホールディングス株式会社、�
アイフォーコム京栄株式会社

「M＆Aにより隣接業種のグループに加わり、シナジー効果を発揮した企業」

神奈川県相模原市のアイフォーコム京栄株式会社（従
業員13名、資本金1,000万円、以下同社という）は、
ハードウェア及びソフトウェアの受託開発を行う、1954年
に株式会社京栄として創業した企業である。2016年、ソ
フトウェア開発を行うアイフォーコム株式会社（資本金1
億円）を中核とするアイフォーコムグループ 14に加わった。
同社の前社長の田中章夫氏は、70歳を超え、事業承
継を検討したが、親族及び従業員に後継者が見つからず、
M＆Aによる社外への引継ぎを模索するため、M＆A仲
介会社に声をかけた。田中氏は、事業承継を円滑にする
ために、借入金を事前に完済し、不要な在庫の削減を行
うなど、入念に準備を行った。
アイフォーコムの加川広志社長は、今後の成長のため
に、事業の幅を広げること、能力の高いICT技術者の確
保することを狙いとして、M＆Aによる事業の引継ぎを検
討していた。そのような中、M＆A仲介会社から、同社
を紹介された。
加川氏は、同社がアイフォーコムにはない、ハードウェ

アの設計・製造ノウハウを有していること、大手メーカー
の要望に応えることができるICT技術者がいることなどに
魅力を感じ、M＆Aを行うことを決断した。
引継ぎに当たって、田中氏が事前に負債や在庫の整理

を実施していたこと、社長退任後も田中氏がシステム運
用の指導役として1年間従事したことにより、円滑な事業
承継を行うことができた。現在は、加川社長が同社の社
長も務めている。

同社は、アイフォーコムグループの一員となった後、
様々なシナジー効果を発揮している。例えば、これまで同
社は、新たな仕事の機会があっても従業員が少ないため
対応が難しいこともあったが、アイフォーコムグループの
傘下になったことで、従業員の補充や業務支援を受けら
れるようになり、仕事の機会を逃すことがなくなった。ま
た、アイフォーコムにとっても、同社が持つ技術を活用す
ることで、ハードウェア（マイコンなど）の製造をアイ
フォーコム内で出来るようになり、これまで対応できな
かった受注も獲得できるようになっている。
加川社長は、「田中氏が事業承継の準備をしっかりとし

てくれていたお陰で、スムーズな事業承継を実行できた。
今後、同社の持つ強みをより発揮できるように、グループ
が一体となるための取組を実施していきたい。」と語る。

前社長の田中章夫氏（左から２人目）、	
加川広志社長（右から２人目）
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